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TOYOHASHI AGRI MEETUP 発 

株式会社 G-grow が炭素系液体燃料活性触媒を用いた燃料削減の実証実験報告会を開催  
 

豊橋市では、「未来の農をつくる」と題して、スタートアップと地域農業関係者との共創によ

る実証開発プロジェクト「TOYOHASHI AGRI MEETUP（豊橋アグリミートアップ）」を進めていま

す。 

株式会社 G-grow（代表 五藤 忠保 氏）は、令和 4 年度に開催した交流会での登壇をきっかけ

に、市内でミニトマトを生産している株式会社めぐりとまと（代表 伊藤 充治 氏）と協働し、

燃料使用量の削減及び CO₂排出量の低減に向けた実証実験を行ってきました。 

実証実験では、株式会社めぐりとまとがハウス内の温度を上げるために使用している A 重油燃

焼ボイラーを対象とし、株式会社 G-grow が開発を進めてきた炭素系液体燃料活性触媒「TT EX 

PRO（ティーティー エクストラ プロ）」の導入前後を同条件下で測定し、前年度の燃料使用量と

CO₂排出量において比較した結果、年間における燃料使用量を 15.2％及び CO₂排出量 13.5 トンの

削減（成木およそ 1,000 本が 1年間かけて吸収する CO₂量に相当）をすることに成功しました。 

この度、同社が開発を進めてきた「TT EX PRO」を、市内農家の皆さんに広くご活用いただく

ことを目指し、以下の日程で同社主催の「TT EX PRO」の実証実験報告会を開催します。 

報道関係者の皆さんにおかれましては、ぜひ取材いただけますと幸いです。 

 
 「TT EX PRO」の実証実験報告会について 

 

(１)と き：12 月 17 日（水）13：30～15:30（進捗により早めに終了する可能性あり） 

(２)内 容：「TT EX PRO」実証実験報告、運営方法紹介 

(３)ところ：株式会社めぐりとまと万場ハウス（豊橋市老津町地内） 

※報道関係者の皆さまへ 

 天候などにより内容の一部が変更になる場合があります。取材いただける場合は、場所や 

駐車場等の詳細をお伝えするため、12月 16 日（火）正午までに以下問合先にご連絡ください。 

 

◆炭素系液体燃料活性触媒「TT EX PRO」 ※詳細は別紙チラシ参照 

 

◆豊橋市での実証実験経過 

令和 6年 11 月 ・株式会社めぐりとまとが所有する蛇ノ髭ハウスにて、「TT EX PRO」を燃

料タンクに注入し、実証実験開始（タンクへ給油する際に注入） 

12 月 

～令和 7年 3 月 

・月ごとにデータを確認し、燃費の傾向を観察 

4 月 ・約 15.2％の燃料費削減の効果を達成 

12 月 ・株式会社めぐりとまとが所有する万場ハウスにて、実証実験開始 

 

 

今回 



 
 

◆株式会社めぐりとまと 伊藤代表のコメント 

 豊橋アグリミートアップで「TT EX PRO」のお話を伺い、「もしかしたら燃料使用量を削減でき

るかもしれない」という期待が湧きました。正直、半信半疑な部分もありましたが、まずは挑戦

してみたいという気持ちが勝り、導入を決断いたしました。 

その結果、燃料使用量及び CO₂排出量を削減することができ、社会貢献の面でも大きな成果につ

ながりました。今後は、実証していないハウスでの導入も積極的に行っていきたいです。 

 

◆豊橋アグリミートアップとは？  

地域の農業関係者の課題や協業ニーズを踏まえて、地域の農業関係者と全国の技術や解決策を

持つアグリテック企業等が共創し、地域農業の発展につながる新製品・サービスの開発を目指す

取組みです。 

 

◆豊橋アグリミートアップ 交流会とは？ 

 地域の農業関係者と地域内外のスタートアップとの交流を目的したイベントで、年に 2 回程度

実施しています。 

 https://toyohashi-agri-meetup.jp/meetup  

問合先 地域イノベーション推進室 室長補佐 小野（電話 0532-51-3155） 

https://toyohashi-agri-meetup.jp/meetup





